
はじめに

スティルプノメレン族鉱物はパンペリー石-アクチノ閃石

相・緑色片岩相・青色片岩相程度の低温の広域変成岩，特に

全岩のFe/(Fe+Mg)比が高い変成岩に普遍的に産し，カリウム

を含む造岩鉱物である（例えば，Hashimoto,1969；Brown, 1971；

Miyano and Klein, 1989；Currie and Van Stall, 1999；Li et al.,

2000）．スティルプノメレン族鉱物には，Fe2+に富むferrostilp-

nomelane「(K,Na,Ca)4 (Fe2+,Mg,Mn,Zn)48(Si,Al)72(OH,O)216・

nH2O」，Fe3+に富むferristilpnomelane「(K,Na)x(Fe3+,Mg,Fe2+)48

(Si,Al)72 (O,OH)216・nH2O」，Mgに富むlennilenapeite「K6-7(Mg,Mn,

Fe,Zn)48(Si,Al)72(O,OH)216・16H2O」，Mnに富む franklinphilite

「(K,Na)4(Mn2+,Mg,Zn)48(Si,Al)72(O,OH)216・~10H2O」の4つの鉱

物種が知られている（例えば，Dunn et al., 1984; 1993）．いず

れも八面体層が変調四面体層によって区切られた変調2:1構造

をもつ層状珪酸塩鉱物である（Guggenheim and Eggleton,

1987）．一方，Eggleton and Chappell (1978)はスティルプノメレン

に対してK0.6(Mg,Fe2+,Fe3+)6Si8,Al(OH,O)27・2-4H2Oの構造式を

提案している．通常1～4wt.%程度のK2Oを含み，K-Ar法が適

用可能な造岩鉱物の１つである．しかし，閉止温度について

の理解が乏しく，酸化（フェロスティルプノメレンのフェリ

スティルプノメレン化）によるカリウムの溶脱などの問題が

あり，K-Ar法による年代測定がほとんど適用されてこなかっ

た．今回，中国山地の大佐山蛇紋岩メランジュ産ローソン石

青色片岩の1試料からスティルプノメレンを分離し，K-Ar年

代測定を試みた。その結果青色片岩類のフェンジャイトの古

生代後期のK-Ar年代より著しく若い白亜紀後期の年代が得ら

れた．本論では，得られたスティルプノメレンK-Ar年代の地

質学的解釈について予察的に議論する．

地質概説

大佐山蛇紋岩メランジュ（辻森，1998）は，中国山地中央

部の大江山帯の超マフィック岩体群の１つ大佐山岩体の構造

的下位を占める蛇紋岩メランジュユニットである（Fig. 1）．

この蛇紋岩メランジュユニットは，大江山帯の中程度に枯渇

した溶け残りかんらん岩を起源とする蛇紋岩をマトリクスに

蓮華帯の青色片岩類のブロックを含む（Fig. 2）．青色片岩類

はマフィック片岩の鉱物組み合わせを基準にローソン石-パン

ペリー石帯と緑れん石帯に区分され，いずれも約320Maのフ

ェンジャイトK-Ar年代を示す（Tsujimori and Itaya, 1999）．蛇

紋岩メランジュユニットはその構造的上位の塊状のかんらん

岩ユニット（大佐山超マフィック岩体）とともに周防帯の緑

色片岩類の構造的上位を占める．塊状のかんらん岩ユニット

の大部分は西部に貫入する白亜紀後期の花崗岩類の接触変成

作用によって著しく再結晶し（Nozaka and Shibata, 1995），蛇

紋岩メランジュユニット西部にも部分的に接触変成の影響が
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認められる．蛇紋岩メランジュユニットは下部ジュラ系山奥

層（小西，1954）の非海性～浅海性砂岩頁岩互層と高角度の

断層で接し，白亜紀前期の関門層群相当相の京見山礫岩が部

分的に蛇紋岩メランジュユニットを被覆する．

K-Ar年代測定

年代測定用試料は蛇紋岩メランジュユニットの東部に産す

るローソン石-パンペリー石帯のスティルプノメレンを含むマ

フィック片岩（177-S）である（Fig. 2）．やや面構造の発達し

た細粒のローソン石青色片岩で，主としてローソン石，石英，

フェロ藍閃石，パンペリー石，少量のアルバイト，チタナイ

トを含む．スティルプノメレンは淡黄色～淡橙（Ｘ），濃橙～

濃褐色（Ｙ＝Ｚ）の多色性を示すフェリスティルプノメレン

である．スティルプノメレンは板状で，面構造とは無関係に

ランダムに配列し，放射状の集合体として産することが多い

が，しばしばパンペリー石を密接に伴う．

岩石試料はジョウクラッシャー及びハンマーを用いて粉砕

した後，使い捨てナイロンメッシュで150～200#フラクショ

ンをふるい分けた。アイソダイナッミク・セパレーターとハ

ンド・ピッキングの方法でスティルプノメレン（150～200#）

を分離濃集した．スティルプノメレン濃集試料を希塩酸処理

し，その後，約80℃に加熱した蒸留水を用いて十分な洗浄を

行った．

カリウムの定量分析は岡山理科大学自然科学研究所の原子

吸光分析装置を用い，測定時に共存元素の干渉を制御するた

め2000 ppmのCsを用いた．試料は2回分析し，その平均値を

年代計算に用いた．アルゴンの測定には岡山理科大学自然科

学研究所のAr専用質量分析計（HIRU）を用い，38Arスパイク

による同位体希釈法で定量した．年代計算にはSteiger and

Jager (1977)の壊変定数と40K/K比（λβ=4.962×10-10/y，λε=

0.581×10 -10/y，40K/K=0.01167 atom%）を用いた．カリウム

及びアルゴンの各定量分析と年代計算の詳細は，いずれも長

尾ほか（1984），長尾・板谷（1988），Itaya et al. (1991)に従っ

た．年代誤差は２σである．測定結果をTable 1に示す．カリ

ウム含有量1.09±0.02 wt.%，放射性アルゴン398±5 × 10 -8

ccSTP/g，K-Ar年代92.0±2.1Ma（大気混入率18.5％）である．
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Fig. 1. Simplified map of the Chugoku Mountains, showing various petrotectonic units and the locality of the Osayama Mtn. 
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議論と結論

スティルプノメレンK-Ar年代の地質学的な意義を考察する

ため，得られた年代値を他の青色片岩類のフェンジャイトK-

Ar年代（Tsujimori and Itaya, 1999）と共にFig. 3に示した．また，

大佐山地域における中生代の堆積岩層の堆積年代と花崗岩類

の貫入年代のタイミングについても同図に示した．現時点で，

スティルプノメレンK-Ar年代について次の４つの可能性が考

えられる．（１）花崗岩類の貫入による熱影響の時期；（２）

青色片岩中にスティルプノメレンが結晶した時期；（３）青

色片岩類の最終的な上昇時期；（４）スティルプノメレンの

酸化及びカリウム溶脱の時期．

今回得られたスティルプノメレンK-Ar年代は中国山地中央

部における花崗岩類の貫入年代とほぼ一致する．しかしなが

ら，年代測定に用いた試料には花崗岩類による熱変成の影響

は記載岩石学的には全く認められない．蛇紋岩に関連した交

代作用により，しばしばスティルプノメレンが濃集した交代

岩の形成が知られている（例えば，Feininger, 1984）．大佐山

蛇紋岩メランジュでは青色片岩類は蛇紋岩に密接に伴うもの

の，スティルプノメレンはフェロ藍閃石（XMg<0.5）を含むロ

ーソン石-パンペリー石帯及び緑れん石帯の青色片岩類に認め

られる（例えば，Tsujimori, 2001）．これはスティルプノメレ

ンの出現が全岩組成を反映していることを示唆し（スティル

プノメレンは全岩Fe/(Fe+Mg)比が高い岩石に出現し易い），蛇

紋岩に関連した交代作用によって青色片岩類中にスティルプ

ノメレンが形成したとは考えにくい．年代測定に用いた試料

も含めて大佐山の青色片岩類に産するスティルプノメレンは

面構造とは無関係に配列する場合が多く，スティルプノメレ

ンは岩石の主変形後に形成したと考えられる．しかし，パン

ペリー石などを伴うことからその形成時期は蓮華変成作用の

時期のイベントと考えられる．大佐山地域の白亜紀前期の礫

岩層には超マフィック岩礫や結晶片岩礫が含まれる．つまり，

少なくとも白亜紀前期には蓮華帯の結晶片岩は超マフィック

岩とともに地表に露出し削剥されていた．もし，スティルプ

ノメレンの閉止温度がフェンジャイト（白雲母）の約350～

400℃より著しく低い場合，削剥による青色片岩類を含んだ

蛇紋岩メランジュユニットの最終的な上昇の時期を記憶して

いる可能性がある．スティルプノメレンの酸化変質によるカ

リウムの溶脱は一般的な現象としてよく知られている（例え

ば，Brown, 1971；Graham, 1976; Craw, 1981）．実際に，今回年

代測定したスティルプノメレンについてもカリウムの溶脱の

可能性がある．地表浅い部分では風化によるスティルプノメ

レンの酸化が促進され，カリウムの溶脱が普通に起こるかも

しれない．このカリウムの溶脱に伴い結晶構造中からカリウ
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Table 1. Stilpnomelane K-Ar age of a lawsonite blueschist (177-S) from the Osayama serpentinite melange.

Fig. 3. Compilation of K-Ar age data associated with the Osayama blueschists. Geologic events at the Osayama area are also illustrated. 
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ムと共に放射起源のアルゴン40が失われる可能性がある．今

後，スティルプノメレンの閉止温度を決定するためのアルゴ

ンの脱ガス実験と，スティルプノメレンの酸化に伴うカリウ

ムの溶脱現象の定量的な検討が必要である．
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